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錦江湾高等学校（平成17年度から）

生徒個人の興味や鹿児島の自然を題材に，全校体制で充実した探究活動を展開していま

す。SSHを経験した卒業生も社会の各分野で活躍しています。

鹿児島中央高等学校（平成30年度から）

現代社会が抱える多くの課題を解決できる人材を育成するため，科学的な視点や思考を

基にし，文理の垣根を超えた幅広い課題研究を進めます。

国分高等学校（平成30年度から）

霧島が有する探究資源を活用した課題研究を軸にフィールドワークや海外研修を行い，

持続可能な社会に貢献できるグローバル人材を育成します。

鹿児島水産高等学校（平成30年度から）

将来にわたって水産業及び海洋関連産業の動向に対応でき，豊富な知識と高度な技術

力を習得しながら，「地域の災害に備える｣や｢地域の産業を支える」という視点から

地域に貢献する取組を展開します。

甲南高等学校（平成27年度から）

国際的に活躍できるリーダーの育成を目指し，社会問題に対する関心を高め，台湾やイギ

リス等で課題研究発表を行うなどコミュニケーション能力，自己表現力等が身に付く教育活

動を行っています。

ＳＧＨ スーパーグローバルハイスクール

ＳＰＨ スーパープロフェッショ ナルハイスクール

ＳＳＨ スーパーサイエンスハイスクール

グローバルな社会課題を発見・ 解決し，

様々な国際舞台で活躍できる人材を育成します

「 科学への夢」「 科学を楽しむ心」 を育み，

生徒の個性と能力を一層伸ばしていく ことを目指します

高度な知識・ 技能を身に付け，

社会の第一線で活躍できる専門的職業人を育成します

文部科学省の指定を受け探究的な学びを牽引する５校を紹介します

かごしまのスーパーハイスクール

【錦江湾高校生によるわく わく 実験教室】

【 チョ ウザメの種苗生産】

【 課題研究ポスターセッショ ン】







夜の縄文の森で，講師の話を聞きながら灯火

に集まる昆虫を観察して，その習性や森での役

割について一緒に考えてみましょう。

【期日】８月11日（土・祝）　　　　　　　

 19：30～21：00      

（第３回）「縄文人のアクセサリー“貝輪”を作ろう」

【期日】８月18日㈯ 10：00～12：00

貝を加工して，縄文時代の貝輪作りに挑戦しよう !

（第２回）「太古の鈴
すず

音
おと

“縄文土
ど

鈴
れい

”を作ろう」

【期日】７月21日㈯ 13：30～15：30

粘土を使って，縄文時代の鈴音を再現しよう !

【期間】８月26日㈰まで開催中

南日本新聞で３年以上に渡って連載中の「古の美術品」に掲載された考古資料を，

様 な々用途，かたちの面白さに着目し，考古学的見地とは異なる美術的な視点で楽しく

愉快に紹介・解説しながら，埋蔵文化財の新たな魅力をお届けします。

夏休みは博物館で！！

遊べる，学べる，楽しめる。博物館では，いろ

いろな催しが開催されています。

私たちの身の回りにいる有毒生物を展示して，

生物毒のはたらきや毒を持つ理由について解説し

ます。

自由研究や標本を作るポイントを紹介していま

す。また，昨年度の優れた作品も展示しています。

【 問合せ】 鹿児島県立博物館 ０ ９ ９ －２ ２ ３ －６ ０ ５ ０

＜７月＞○採集・標本の作り方

○セミの羽化をみよう

○自由研究をはじめよう

＜８月＞○魚とり名人になろう

○化石発掘体験

○スズメバチの巣解体ショー

※詳しい時間や申込み方法等はホームページをご覧ください

【期日】６月５日㈫～９月２日㈰

【会場】宝山ホール４階

夏の星や星座の探し方とそれにまつわる

エピソードを紹介します。

企画展 「毒あります」
７/７㈯~９/９㈰

【 問合せ】 上野原縄文の森 ０ ９ ９ ５ －４ ８ －５ ７ ０ １

鹿児島県教育委員会では，質の高い教育を持続

発展させるために，３つの方向性（①業務の簡素

化②業務の効率化③業務改善の意識化）を掲

げ，学校における業務改善を推進します。

 30年度から直ちに実施する取組

○　学校行事等を実施しない「リフレッ

シュウィーク」（8/11～17）の設定

○　部活動の休養日（原則週２日）の設定

○　本県の学校における業務改善に係る取

組等をまとめたリーフレットを保護者等

に配布

今年度の取組

　・教員の長時間勤務要因分析調査の実施

　・業務改善に係る中長期的な具体的取組や数値目標等の設定

リーフレットは業務改善のホームページからダウンロードできます。

https://www.pref.kagoshima.jp/ba03/h30gyoumukaizen.html

学校における業務改善を推進します

来年度のインターハイ「感動は無限大 南部九州総体 2019」は，南部九州ブロック

（鹿児島県，熊本県，宮崎県，沖縄県）と和歌山県で行われます。高校最大のスポーツの

祭典に御期待ください。

鹿児島県での開催競技は，体操（体操競技，新体操），バスケットボール，卓球，柔道，

フェンシング，カヌーの６競技７種目です。また，総合開会式も本県で実施されます。現在，

大会を支える高校生による活動「高校生活動」も始まっており，今年11月３日㈯にはAMU

（アミュ）広場で，開催300日前イベントも予定されています。

詳細は，決定次第，大会公式ホームページでお知らせします。

公式HPアドレス https://www.koukousoutai.com/2019soutai

Let's Go 上野原縄文の森！

縄文の森不思議探検 第１回「 夜の森で虫たちを探そう 」

一日縄文人体験~縄文時代の知恵と工夫を学ぶ~

第51回企画展　 「 バックナンバー 古（ いにしえ） の美術品」

鹿児島女子ラグビーチームに所属している選手たちは，通称「ラガール」と呼ばれてい

ます。現在中学生と高校生・社会人を合わせた30人ほどが国体強化選手として活動して

います。

国民体育大会にラグビーフットボール競技の女子種目が採用されたのは，2016年から

です。九州ブロック大会では各県代表が本国体出場権の１枠を懸けて戦います。昨年は，

本国体出場まであと１勝と迫りましたが，決勝戦で福岡県に破れ準優勝でした。しかしその実力は着

実に向上し，現在，九州では全国チャンピオンの福岡県に次ぐ強豪チームとして進化を続けています。

日頃は，それぞれが所属する学校の部活動やクラブチームで男子選手らと一緒に練習を行っています。

小学生からラグビーを始めた選手も多く，その豊富な経験と練習環境が技術やフィジカルの向上に繋

がっています。また，高校卒業後も県外の大学やクラブチームでラグビーを続ける選手が年 増々えるな

ど，女子ラグビーは確実に活気づいています。

今年度も県外の女子大会等に参加したり，国体合宿を計画するなど九州ブロック大会突破に向けた

取組が充実してきています。かごしま国体での上位入賞と県女子ラグビーの発展を目指す「ラガール」

たちの活躍が注目されます。

【 業務改善の意識啓発を図るポスター】

【 鹿児島県高校生活動推進委員会の委員】

国民体育大会女子ラグビー競技の紹介

鹿児島女子ラグビーチーム
~通称「ラガール」~


